
 
141 

 

 （表 1-1-6）をご覧ください。  

 

これは15歳から64歳層の方を支え手と考えて、それで65歳以上を何人で支えるかと。必

ずしも別に65歳以上の方がみんな支えられる側だと思わないんですが、仮に15から64歳層

が支え手で、65歳以上の方が支えられるほうに回ったと考えた場合に、何人で支えるのか

というのが、この左側の（A）の数字が、年が変わるごとにどうなっていくか、というのが

並んでございます。2009年ですと2.8人で1人を支えていたという状況が、2055年には1.3人

で1人を支えるというふうな状況になるということが、ここの表で書いていることでござい

ます。  

 

（図1-1-7）をご覧ください。 

 
これは今申し上げた高齢化率の話とセットの話でございますけれども。平均寿命、大変こ

れはよいことなんですけれども、ずっと平均寿命は伸びてございまして、現在は男性が79.29

年、女性が86.05年で、さっき申し上げた将来推計の一番後ろの2055年には、女性は何と90

歳を超えるということで、本当に大変めでたいことだなとは思いますけれども、女性は90

年時代。男性も83.67ということでございます。  
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（図1-1-13）でございますけど、これは諸外国比較でございます。  

 

諸外国で上がヨーロッパやアメリカと比べたとき、下がアジアの国と比べたときでござい

ますけれども。もう21世紀初頭、2000年を超えたあたりでもう日本の高齢化率っていうの

は、諸外国と比べて一番上に出てきまして、そのトップの状態がずっと2050年まで続いて

いるというふうな推計が出ています。諸外国も高齢化率は増えていますけれども、日本はそ

れでも群を抜いておりまして、参考にできるような国がなくて、先行して、世界が経験した

ことのない高齢社会にこれから入っていくというふうな状況でございます。 


